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絵
本
「
ひ
と
ふ
さ
の
ぶ
ど
う
」

　2025年1月7日、有島記念館。いつもの有島記念館とは少し
違い、絵本「ひとふさのぶどう」の展覧会と「ニセコキッズパー
ク」が開催されている館内企画展示室から、子どもたちの楽し
そうな声が聞こえてきました。
　有島記念館でのキッズパークの開催、しかも展覧会との同
時開催は初めての試みです。開催に関わっているみなさんの思
いをお聞きしました。
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○
有
島
武
郎
の
思
い
を
次
世
代
へ

　
有
島
武
郎
は
、
自
ら
の
所
有
す

る
農
場
を
小
作
人
全
員
の
共
有
と

し
て
無
償
開
放
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
能
の
ま

ま
に
生
き
る
農
夫
の
姿
を
描
い
た

「
カ
イ
ン
の
末
裔
」
や
農
地
所
有

を
め
ぐ
る
父
子
の
葛
藤
を
描
い
た

「
親
子
」
な
ど
、
狩
太
村
（
現
・

ニ
セ
コ
町
）
を
舞
台
に
し
た
小
説

を
数
多
く
残
し
て
い
る
こ
と
で
も

有
名
で
す
。
そ
し
て
、
有
島
武
郎

の
遺
訓
で
あ
る
「
相
互
扶
助
」
の

考
え
は
、
現
在
も
ニ
セ
コ
町
の
ま

ち
づ
く
り
を
支
え
、
息
づ
い
て
い

ま
す
。

　
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
は
、

有
島
武
郎
が
こ
の
世
を
去
っ
て
か

ら
ち
ょ
う
ど
1
0
0
年
。
長
い
年

月
が
経
過
す
る
に
つ
れ
、
有
島
武

郎
の
作
品
や
有
島
武
郎
と
い
う
人

物
が
い
た
こ
と
そ
の
も
の
が
忘
れ

ら
れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ
た
有
島
記

念
館
が
、
有
島
武
郎
の
考
え
に
永

遠
の
命
を
吹
き
込
も
う
と
企
画
し
、

絵
本
「
ひ
と
ふ
さ
の
ぶ
ど
う
」
が

出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
有
島
武
郎
が
自
分
自
身
の
子
ど

も
を
喜
ば
せ
よ
う
と
書
き
、
広
く

読
ま
れ
て
い
た
童
話
「
一
房
の
葡

萄
」
。
こ
の
童
話
に
は
、
有
島
武

郎
が
伝
え
た
か
っ
た
「
相
互
扶

助
」
の
考
え
が
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
現
代
を
生
き
る
我
々
の
心
に

も
響
く
内
容
で
す
。
そ
れ
を
感
じ

て
ほ
し
い
、
何
度
で
も
手
に
取
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
有
島
記
念
館
の

思
い
や
、
こ
の
童
話
が
伝
え
た
い

あ
ふ
れ
る
思
い
が
凝
縮
さ
れ
て
い

ま
す
。
絵
本
を
通
し
て
有
島
武
郎

の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
に

悩
み
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
素

敵
な
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

有島武郎

特集

ま
つ
え
い

ぶ

ど
う
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○
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所

　
平
成
29
年
（
2
0
1
7
年
）
8

月
に
、
町
民
中
心
の
団
体
が
行
う

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
町
が
支
援
す

る
事
業
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
活
用
し
て
実
施
さ

れ
た
「
ニ
セ
コ
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
。
天
気
を
気
に
せ
ず

に
親
子
が
ス
ト
レ
ス
な
く
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
、
安
ら
げ
る
場
所
や
親

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

機
会
と
な
る
場
所
が
ほ
し
い
、
将

来
的
に
子
育
て
環
境
を
向
上
さ
せ

た
い
、
と
い
う
お
母
さ
ん
た
ち
の

思
い
か
ら
開
催
さ
れ
、
2
日
間
で

た
く
さ
ん
の
親
子
が
来
場
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
町
民
の
子
育
て
世
代

に
対
す
る
支
援
事
業
な
ど
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
、
N
P
O
法
人
ニ

セ
コ
未
来
サ
ポ
ー
ト
隊
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
託
児
や
子
ど
も
向
け

イ
ベ
ン
ト
な
ど
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
行
い
、
そ
の
一
つ
と

し
て
「
ニ
セ
コ
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」

を
開
催
、
親
子
の
居
場
所
づ
く
り

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

○
思
い
が
伝
わ
る
安
ら
ぎ
の
遊
び
場

　
今
回
の
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
の
会
場

の
壁
に
は
、
絵
本
「
ひ
と
ふ
さ
の

ぶ
ど
う
」
全
ペ
ー
ジ
が
パ
ネ
ル
と

し
て
展
示
さ
れ
、
絵
本
を
読
み
、

有
島
武
郎
と
い
う
人
物
を
知
り
、

有
島
武
郎
の
思
い
や
考
え
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
会

場
内
で
は
、
エ
ア
遊
具
や
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
な
ど
、
自
分
の
好
き
な
遊

具
で
自
由
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
と
、

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
笑
顔
で
見

守
る
保
護
者
の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
「
有
島
武
郎
を
次
世
代
へ
つ
な

げ
た
い
」
と
い
う
有
島
記
念
館
の

思
い
と
、
「
親
子
が
安
心
し
て
遊

べ
る
居
場
所
を
作
り
た
い
」
と
い

う
ニ
セ
コ
未
来
サ
ポ
ー
ト
隊
の
思

い
が
、
今
回
の
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
を

作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　ニセコ未来サポート隊からお話をいただき、キッ
ズパークを有島記念館で実施することになり、キッ
ズパーク内での絵本「ひとふさのぶどう」展覧会を
提案しました。冬に室内で遊べるところがないとい
う問題は知っていたので、その地域課題の解決に
つなげたいという思いと、有島記念館が企画・監修
して出版された絵本「ひとふさのぶどう」を知って
もらいたいという思いがあったからです。
　子どもたちは、学校の授業などで有島記念館に
来ることがあるかもしれませんが、有島記念館が楽
しい場所だというイメージは持っていないのでは
ないでしょうか。今回のような遊びを通して、有島
記念館を覚えてもらえるとうれしいです。そして、こ
うした文化施設がみなさんの生活の中に溶け込ん
でいったらいいなと思います。
　今回初めて有島記念館で実施していますが、今
後も有島記念館で開催したいという思いがありま
す。そしていつか、有島記念館を子どもたちが遊ぶ
ことができるような場所、絵本の世界に親しんでも
らえるような場所、そんな施設にしていきたいです。

　雪に恵まれ、ウインタースポーツが盛んなニセコ町。
子どもはスキーを滑り、雪で遊ぶことが理想です。し
かし、現実的に毎日スキー場へ子どもを連れていくこ
とが難しいのが親の本音です。特に、兄弟や姉妹がい
る場合、下の子の行動に制限されます。冬でも安心し
て身体を動かせる場所が必要だと思い、「キッズパー
ク」の取り組みを始めました。キッズパークの遊具は、
夏に外で使われ、冬は倉庫で眠ってしまう物を事業
者さんからお借りしています。
　開催は、ニセコ町や有島記念館のみなさん、志ある
地域おこし協力隊のみなさん、子育て中のママたちの
協力があって実現しました。有島記念館は年中営業
しています。多くの人が集まって、有島記念館が活用
されることは、有島武郎の相互扶助精神に通ずるも
のがあるのではないでしょうか。キッズパークを開催
するにあたり、記念館なので、静かに過ごしたい利用
者も多いのではないかという葛藤もありました。しか
し、町民が集う場所になることは活気があり、有島記
念館を訪れる良いきっかけになると思いました。今後
は、小学生以上の児童にも楽しめるような居場所作
りを目指していきたいです。
　開催日も増やしてみなさんのご来場をお待ちして
います。親子が安心して楽しめる場所になり、コミュ
ニティーのきっかけになることを心から祈っています。

2023年にニセコ中央倉庫群1号倉庫で開催された
キッズパークの様子

有島記念館の思い

学芸員　伊藤  大介さん

NPO法人ニセコ未来サポート隊の思い

理事長　高井  裕子さん
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楽しい遊具で遊びませんか。ぜひ足をお運びください。
日程：2月1日（土）、2日（日）、8日（土）、9日（日）、11日（火祝）、15日（土）、
　　　　16日（日）、22日（土）、23日（日）、24日（月祝）
時間：午前10時～午後4時
場所：有島記念館　企画展示室
料金：町民無料
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　遊具の配置を工夫したことと、有島記念館内の持つあたたかさが相まって、明るい雰囲気になっています。小学校に
入学していない子どもも多く来場しています。元気に体を動かせるので、子どもたちにとっていい活動になっていると
思います。
　壁に展示している絵本「ひとふさのぶどう」のパネルにも、自然に子どもたちの目が向いているように感じます。保護
者のみなさんも目にすることで、有島武郎の思いが引き継がれるきっかけになると思います。「相互扶助」の考えがあっ
て、たくさんの人の協力で今回のキッズパークが開催できていると改めて感じました。

NPO法人ニセコ未来サポート隊
ニセコ町地域おこし協力隊　こども未来課配属　村岡  修さん

キッズパークは2月の土日祝日も開催中

注意して遊びましょう
･小学校低学年は、保護者同伴で利用く　
　ださい。
・企画展示室以外では、静かにしましょう。
・飲食スペース、おむつ交換台、授乳ス　
　ペースがあります。
・ごみは各自お持ち帰りをお願いします。
・自動販売機がありませんので、飲み物は
　各自お持ちください。▲大きなトランポリンのほか、小さなトランポリンも設

置されています。高くジャンプできるかな。

▲さまざまな絵本があり、ゆっくりと絵本を読むこと
ができます。お気に入りの絵本が見つかるかな。

▲小さいお子さんも安心して遊べるマットスペース。

▲折り紙を折ったり、切ったり、思い思いの作品を作
ることができます。
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　知り合いから話を聞き、キッズパークを
知りました。有島記念館の芝生や外で散
歩をしたことはありましたが、記念館の中
に入るのは初めてです。室内で遊ぶこと
ができる場所が少ないので助かります。
雨の日でも遊べる場所があるといいなと
思います。

　絵本「ひとふさのぶどう」は、有島記念
館ミュージアムショップや役場エレベー
ターホールなどでも紹介しています。
　また、有島記念館では有島武郎のさま
ざまな作品に触れることができます。こ
の機会にぜひご覧ください。有島記念館
の情報は公式SNSで発信されています。

　有島記念館で行うということで、作品に触れるきっかけになればいいなと思い
ます。有島武郎の本は、現在書店に置かれていることが少ないので、忘れ去られ
ないようにしたいです。
　有島記念館のような施設は、堅苦しいというイメージがあるかもしれませんが、
このキッズパークをきっかけに有島記念館のことを知り、また足を運んでいただ
けたらうれしいです。

有島記念館学芸員　
河野  紫杏さん

▲海をテーマにしたエア遊具、中には滑り台も。エアマットの近くには大きな風船も！
楽しいこと間違いなし。

▲会場入口のすぐ左手、壁沿いに絵本全ページがパ
ネルとして子どもの目線で展示されています。絵本作
家のなかいれいさんとけーたろうさんによって生まれ
た、かわいらしい絵本です。

▲小さいお子さんも安心して遊べるマットスペース。

安木さんご家族

公式Instagram▶ 公式X▶

■キッズパークに関する問合せ／NPO法人ニセコ未来サポート隊
　　　　　　　　　　　　　　  mail：contact.nis.eco@gmail.com
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町
営
住
宅
で
の
ペ
ッ
ト
の
飼
育

に
つ
い
て
は
、
鳴
き
声
や
ふ
ん
尿
の

始
末
、
ほ
か
の
入
居
者
の
ペ
ッ
ト
に

対
す
る
不
快
感
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な

ど
の
問
題
が
あ
り
、
条
例
で
禁
止
し

て
い
る
。

　

仮
に
ペ
ッ
ト
の
同
伴
を
可
能
に

し
て
も
、
退
去
時
に
壁
・
床
の
補
修

や
匂
い
の
除
去
な
ど
の
費
用
を
入

居
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
の
費
用
は
多
額
と
な
る
場
合
が

あ
り
、
入
居
者
や
連
帯
保
証
人
の
負

担
が
大
き
く
な
る
た
め
、
現
状
で
は

難
し
い
。

◆
参
加
者
か
ら

・
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
が
あ
と

　

２
年
で
終
了
す
る
が
、
事
業
終
了

　

後
の
補
助
は
国
や
町
か
ら
一
切
な

　

い
と
い
う
話
を
聞
い
た
。町
と
し

　

て
事
業
終
了
後
の
補
助
を
考
え
て

　

ほ
し
い
。

◇
町
か
ら

　

町
で
は
小
規
模
災
害
対
策
の
補

助
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
で
補
助
が
で

き
る
と
思
う
。こ
の
補
助
は
多
く
の

人
が
活
用
し
て
い
る
の
で
、
場
合
に

よ
っ
て
は
枠
を
拡
大
す
る
こ
と
も

考
え
た
い
。

◇
町
か
ら

　

来
年
度
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充

に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。ほ
か
に

も
離
乳
食
教
室
な
ど
、
子
育
て
中
の

人
を
対
象
と
し
た
事
業
も
あ
る
の

で
、
随
時
ご
案
内
す
る
。子
ど
も
の

健
康
や
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は
、

保
健
師
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

◆
参
加
者
か
ら

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
ど
の
く
ら

　

い
再
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

◇
町
か
ら

　

き
れ
い
に
分
別
さ
れ
た
ご
み
は
、

1
0
0
%
再
利
用
さ
れ
る
。今
の
ニ

セ
コ
町
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は

助
燃
剤
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
こ

れ
も
再
利
用
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

◆
参
加
者
か
ら

・
町
内
で
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
人

　

が
い
る
が
、
ペ
ッ
ト
同
伴
が
可
能

　

な
ア
パ
ー
ト
が
少
な
い
。ペ
ッ
ト

　

同
伴
が
可
能
な
町
営
住
宅
を
建
設

　

す
る
な
ど
、
何
か
対
策
は
考
え
ら

　

れ
な
い
か
。

◇
町
か
ら

よ
う
検
討
す
る
。広
報
紙
の
配
布

に
つ
い
て
は
、
P
D
F
の
み
が
良

い
と
い
う
意
見
も
あ
れ
ば
、
紙
の

配
布
を
求
め
る
意
見
も
あ
る
の

で
、
選
択
す
る
方
式
の
可
能
性
な

ど
も
検
討
し
た
い
。

◆
参
加
者
か
ら

・
な
み
う
ち
助
産
院
の
産
後
ケ
ア
を

　

３
回
ま
で
受
け
ら
れ
る
が
、
３
回

　

だ
け
で
は
足
り
な
い
。
子
育
て
に

　

つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い

　

し
、
知
り
合
い
も
相
談
す
る
人
も

　

い
な
い
。
ほ
か
の
自
治
体
で
は
10

　

回
ほ
ど
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る

　

と
こ
ろ
も
あ
る
。
回
数
を
増
や
し

　

て
ほ
し
い
。

か
し
、
観
光
客
に
対
し
て
は
こ
れ
ら

の
対
応
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
店
舗

へ
の
飲
酒
運
転
禁
止
の
啓
発
ポ
ス

タ
ー
掲
示
な
ど
を
行
い
、
倶
知
安
警

察
署
と
も
連
携
し
、
注
意
喚
起
を

図
っ
て
い
く
。

◆
参
加
者
か
ら

・
広
報
紙
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進

　

め
な
い
の
か
。回
覧
さ
れ
て
い
る

　

チ
ラ
シ
を
P
D
F
で
閲
覧
で
き
る

　

仕
組
み
が
あ
る
と
い
い
。チ
ラ
シ

　

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
見
ら
れ

　

る
と
、
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
の
で

　

便
利
だ
。

◇
町
か
ら

　

チ
ラ
シ
を
P
D
F
で
見
ら
れ
る

◆
参
加
者
か
ら

・
外
国
人
の
飲
酒
運
転
が
当
た
り
前

　

に
な
っ
て
い
る
。警
察
に
も
話
を

　

し
て
見
回
り
を
し
て
も
ら
っ
て

　

い
る
が
、
取
り
締
ま
り
を
し
っ
か

　

り
し
て
ほ
し
い
。レ
ン
タ
カ
ー
を

　

運
転
し
て
い
る
外
国
人
も
多
い

　

の
で
、
対
応
は
早
い
ほ
う
が
い
い

　

と
思
う
。

◇
町
か
ら

　

商
工
観
光
課
で
は
倶
知
安
町
と

連
携
し
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
で
働
く
外

国
人
ス
タ
ッ
フ
向
け
に
日
本
の
文

化
や
マ
ナ
ー
、
ル
ー
ル
な
ど
を
学
ぶ

研
修
や
、
日
本
の
交
通
ル
ー
ル
を
学

ぶ
座
学
、
冬
道
の
危
険
を
体
験
す
る

実
地
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。し

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た

　
町
で
は
毎
年
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
会
場
に
、町
民
の
み
な
さ
ん

と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、昨
年
11
月
か
ら
12
月
に
開
催
し
た
懇
談
会
で
の
意
見
交
換
か
ら
、主
な
も
の

を
紹
介
し
ま
す
。

●開催期間／令和6年
　　　　　　11月22日～12月11日
●開催回数／14回（町内各地域などで開催）

●参加者延数／147人
●寄せられた意見・要望／174件

商
工
観
光

子
育
て

ご
み

公
営
住
宅

国
営
農
地
再
編
整
備
事
業

広
報
広
聴

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

町の取り組みやお知らせを紹介するページです
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◇
教
育
委
員
会
か
ら

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
年
代
別

の
規
制
は
あ
る
が
、
女
性
の
参
加
人

数
制
限
は
な
い
。人
数
制
限
の
あ
っ

た
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で

は
、
今
年
度
か
ら
制
限
を
撤
廃
し
て

い
る
。

　

町
民
運
動
会
は
競
技
ご
と
の
人

数
制
限
が
あ
る
が
、
男
女
同
数
が
基

本
で
女
性
が
い
な
い
場
合
は
、
男
性

で
も
良
い
と
し
て
い
る
。む
か
で
競

争
の
み
体
力
差
を
考
慮
し
、
性
別
に

よ
る
人
数
設
定
（
男
性
10
人
、
女
性

５
人
）を
行
っ
て
い
る
が
、来
年
度
の

監
督
者
会
議
な
ど
で
検
討
す
る
。

◆
参
加
者
か
ら

・
プ
ー
ル
の
設
備
を
整
え
て
ほ
し

　

い
。通
年
化
は
可
能
な
の
か
。

◇
町
か
ら

　

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
長
年
の
懸

案
事
項
で
あ
る
。地
熱
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
の
め
ど

が
つ
け
ば
計
画
に
入
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。引
き
続
き
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の
確
保
調
査
を
行
っ
て
い
く
。

■
問
合
せ
／
企
画
環
境
課
広
報
広

　

聴
係
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◇
教
育
委
員
会
か
ら

　

児
童
生
徒
に
貸
与
し
て
い
る
ク

ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
で
、Youtube

な
ど

の
ア
プ
リ
利
用
可
否
を
個
別
に
設

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。学
校
に

お
い
て
、
児
童
生
徒
に
対
し
家
庭
で

の
ル
ー
ル
も
含
め
、
端
末
利
用
の

ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
指
導
し
て
い

く
。

◆
参
加
者
か
ら

・
部
活
動
の
遠
征
に
行
く
と
き
の
バ

　

ス
や
指
導
者
を
充
実
し
て
ほ
し

　

い
。

◇
教
育
委
員
会
か
ら

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
移
動
手

段
の
充
実
に
つ
い
て
、少
年
団
や
部

活
動
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
か
ら
話
を
聞
き
、
実

態
を
把
握
す
る
。そ
の
後
、
課
題
や

要
望
な
ど
を
整
理
し
、
具
体
的
な
方

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

◆
参
加
者
か
ら

・
町
民
運
動
会
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

　

会
な
ど
に
出
場
し
た
い
女
性
が

　

多
く
い
る
。男
女
平
等
と
い
う
視

　

点
で
女
性
の
人
数
制
限
を
や
め
て

　

ほ
し
い
。

◆
参
加
者
か
ら

・
ニ
セ
コ
高
校
の
定
員
を
70
人
に
増

　

や
す
と
の
こ
と
だ
が
、
少
子
化
の

　

時
代
に
定
員
を
増
や
し
て
大
丈

　

夫
な
の
か
。ま
た
、
全
日
制
へ
転

　

換
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
農

　

業
と
観
光
の
学
習
が
で
き
る
と

　

い
う
特
色
が
薄
れ
て
し
ま
う
の

　

で
は
な
い
か
。

◇
教
育
委
員
会
か
ら

　

ニ
セ
コ
町
の
特
色
あ
る
環
境
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
地
域
と
密
接
に

関
わ
る
よ
う
な
取
り
組
み
か
ら
、
地

元
は
も
と
よ
り
全
道
・
全
国
か
ら

の
出
願
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。そ
の

た
め
、
将
来
的
に
定
員
70
人
と
す
る

こ
と
で
、教
員
数
が
増
え
、進
学
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
。総
合
学

科
へ
転
換
す
る
こ
と
で
、
農
業
や
観

光
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
学

習
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

◆
参
加
者
か
ら

・
子
ど
も
に
配
布
さ
れ
て
い
る
ク

　

ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
親
も

　

ア
プ
リ
の
規
制
が
で
き
る
よ
う

　

に
し
て
ほ
し
い
。

　

利
用
者
は
多
く
、
昨
年
は
１
日
に

1
8
0
〜
3
0
0
台
の
配
車
が

あ
っ
た
。雪
道
走
行
に
つ
い
て
は
、

講
習
を
実
施
し
て
い
る
。今
年
は
計

20
台
、
45
人
の
運
転
手
が
来
て
い

る
。タ
ク
シ
ー
G
O
の
運
行
で
、
少

し
で
も
冬
の
交
通
緩
和
に
つ
な
が

れ
ば
と
思
う
。

◆
参
加
者
か
ら

・
後
期
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る

　

と
い
う
状
況
で
、ニ
セ
コ
ハ
イ
ツ

　

な
ど
の
介
護
施
設
の
定
員
が
満

　

杯
だ
。将
来
的
に
利
用
す
る
人
が

　

増
え
て
い
く
と
思
う
が
、介
護
施

　

設
を
増
床
す
る
と
い
う
具
体
的

　

な
検
討
や
計
画
は
あ
る
の
か
。

◇
町
か
ら

　

高
齢
者
の
推
計
や
計
画
検
討
な

ど
は
、
後
志
広
域
連
合
に
入
っ
て
い

る
16
町
村
で
施
設
の
全
体
調
整
を

し
て
い
る
。

　

現
状
で
は
、
後
志
全
体
と
し
て
高

齢
者
は
減
少
し
て
い
く
予
測
も
あ

り
、
将
来
的
に
入
居
希
望
者
が
増

え
、
施
設
が
足
り
な
く
な
る
と
い
う

状
況
に
は
な
ら
な
い
と
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。

◆
参
加
者
か
ら

・
冬
期
間
の
み
町
民
無
料
で
周
遊
バ

　

ス
を
運
行
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を

　

通
年
化
し
て
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に

　

も
適
用
し
た
方
が
い
い
の
で
は

　

な
い
か
。デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
町

　

外
の
人
が
非
常
に
多
く
利
用
し

　

て
い
て
、
町
民
が
乗
車
で
き
な
い

　

と
い
う
実
情
が
際
立
っ
て
い
る

　

と
思
う
。

◇
町
か
ら

　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
冬
期
間
に
な

る
と
予
約
が
取
れ
な
い
と
い
う
声

も
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
解
決
方

法
を
考
え
た
い
。周
遊
バ
ス
の
運
転

手
の
確
保
が
で
き
れ
ば
、
通
年
で
の

運
行
を
検
討
し
て
い
る
。

　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
2
0
0
円
で

運
行
し
て
い
る
。周
遊
バ
ス
の
運
賃

を
1
0
0
円
に
す
る
こ
と
で
乗
車

し
や
す
く
し
、
観
光
利
用
に
は
周
遊

バ
ス
を
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

◆
参
加
者
か
ら

・
タ
ク
シ
ー
G
O
の
運
営
状
況
は

　

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。雪
道
も
安

　

全
に
走
行
で
き
て
い
る
の
か
。

◇
町
か
ら

交
通

ニ
セ
コ
高
校

教
育

福
祉

ス
ポ
ー
ツ

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

まちづくり情報室
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ま
ち
の
話
題

日ハム球団選手のトークショー
ニセコde直球トーク

　地域コミュニティー創造の一環として企画された、北
海道日本ハムファイターズニセコ後援会主催の球団選手
によるトークショー「ニセコde直球トーク」が、12月
22日に町民センターで開催されました。
　背番号12の矢澤宏太選手を迎え、今シーズンのプレー
や来シーズンに向けての抱負、学生時代の思い出など、
さまざまな話を聞きました。ニセコ後援会メンバーと
ディスカッション形式でトークが進められ、駆けつけた
ファンらは矢澤選手の話に聞き入っていました。
　最後にはお楽しみ抽選会も行われ、ファイターズグッ
ズや矢澤選手のサイン入りユニフォームなど、豪華景品
が渡されました。

矢澤選手とハイタッチ！

大勢のファンらが駆けつけ、盛り上がりました

MY TOWN 
HOT NEWS

みなさんの地域や職場の話題などありましたら、
広報担当（℡.0136-44-2121）までお気軽に
ご連絡ください。

気持ち高まる児童とコンサドーレ選手自分で作ったオーナメントも飾り付けました

球団選手との交流についても
明かしてくれました

さまざまな催しで盛り上がりました
NISEKOクリスマス2024

　12月15日に、地域おこし協力隊・
国際交流員共催のクリスマスイベン
トが町民センターで行われました。
　絵本の読み聞かせや楽器演奏など
のパフォーマンスに加え、クリスマ
スにちなんだクラフト体験も行われ、
多くの人でにぎわいました。
　最後は町内の廃材で作ったクリス
マスツリーを点灯し、イベントを締
めくくりました。

つながる！絆深まる！
ニセコ町と北海道コンサドーレ札幌

　北海道コンサドーレ札幌主催の、選手が市町村を訪問する「コンサドーレ
北海道ツアーズ」で、12月11日に岡村大八選手と出間思努選手がニセコ町
を訪れました。
　後援会メンバーや町職員、大勢のファンらが出迎え開催された町民交流会
では、それぞれ用意してきたグッズにサインをもらったり、選手と一緒に写
真撮影をして楽しみました。
　また、ニセコ小学校を訪問し、町内の小学校5・6年生と一緒にドリブルリ
レーで体を動かしました。質問タイムでは、児童からの質問に優しくアドバ
イスし、エールを送っていました。
　最後にはコンサドーレから記念品が贈呈され、記念撮影をしました。　

北海道コンサドーレ札幌
ニセコ後援会公式LINEは
こちらから→

■問合せ／
consadole.niseko@gmail.com

後援会ができました

いずましど
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ま
ち
の
話
題

代表して挨拶する志村孝一さん

中国での餃子の包み方に挑戦消防庁長官表彰を受けた分団長の前田孝之さん ニセコ町の暮らしや有島武郎について理解を深めました

活発な意見交換が行われました

新寮建設に向けて
第228回まちづくり町民講座

　教育委員会では、12月24日にニセ
コ高校新寮建設実施設計の完成に向
けた、第228回まちづくり町民講座
を開催しました。
　はじめに、本谷校長から新校設置
に関して説明がありました。その
後、事業者からニセコ高校寮の具体
的な設計図面に関する説明が行わ
れ、参加者からは高校寮についてさ
まざまな質問が挙がりました。

長年の功績を称えて
功労者等表彰・産業貢献者表彰

　まちづくりへの貢献や産業の発展
にご尽力されたみなさんへ感謝の意
を表し、1月6日に町民センターで、
令和6年度ニセコ町功労者等表彰お
よび産業貢献者表彰が行われました。
功労者表彰：川原友明さん
感謝状贈呈：志村孝一さん、西本
茂男さん
産業貢献者表彰：中野清さん、成
瀬わたるさん、松本惠子さん

火災から町を守る
消防出初式

　1月7日に、ニセコ消防の新年出
初式が行われました。ニセコ支署前
にて観閲と点検を行った後、町民セ
ンターに会場を移し、永年にわたり
防災・防火活動に尽力されたみなさ
んへ表彰状の授与が行われました。
消防庁長官表彰：分団長　前田孝之
さん
北海道知事表彰　
30年勤続：部長　白神和彦さん
　　　　　消防司令　川口英樹さん
20年勤続：班長　小貫理さん
　　　　　消防司令補　碇内輔さん
10年勤続：団員　原田夢さん

表彰を受けた牧野社長

地域住民の暮らしを支える
地域貢献表彰感謝状贈呈

　1月8日に役場で、片山町長から牧
野工業株式会社へ地域貢献に対する
感謝状を贈呈しました。
　牧野工業株式会社は、町内の字本
通地区において、社会貢献活動とし
て地域住民が利用する階段を改修
し、安全に通行できるように努めら
れました。地域への多大なる貢献に
深く感謝します。

遠い南の友人ができました
薩摩川内市児童生徒との交流会

　12月25日～28日の4日間、鹿児
島県薩摩川内市の小中学生がニセコ
町を訪問し、町内の小中学生と交流
をしました。
　この交流事業は、有島武郎の弟、
里見弴の記念館が薩摩川内市にある
ことが縁で始まり、今回で10回目
の開催となりました。
　町民センターでの歓迎式では、子
どもたちの自己紹介や記念品の贈呈
などが行われました。
　その後会場を外に移し、雪合戦や
雪像づくりなどを楽しみました。北
国ならではの雪遊びを通して交流を
深める貴重な機会となりました。

中国の食文化を体験
中華料理教室「餃子食べ比べ! 」

　中国北部地方の冬至である12月21
日に、国際交流員（ニセコFRIENDS
事務局）のみなさんが中華料理教室
を開催しました。
　中国では白菜が縁起物であること
から、白菜を真似た白と緑の2色か
らなる皮を作りました。薄く伸ばし
た皮に白菜の漬物が入った餃子の餡
を詰めて水餃子にし、国際交流員の
みなさんが作った焼き餃子と蒸し餃
子と食べ比べをしました。
　国による餃子文化の違いに驚いた
り、参加者同士楽しく会話したりす
るなど、心もお腹も満たされる楽し
い交流の時間となりました。

とん
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　教育委員会では、1月12日に町民センターで「二十歳のつどい」を開催し、24人が参加しました。
今年20歳を迎えたのは、平成16(2004)年4月～平成17(2005)年3月生まれのみなさんです。
　アトラクションでは、ニセコ中学校で3年間担任の先生だった林慶紀先生による特別授業が行われ
ました。成人式特別号の学級通信や、中学校卒業目前の令和2(2020)年2月に二十歳の自分に向けて
書いたはがきが配られ、友だちや両親と一緒に当時を懐かしみました。
　式典終了後は、着物やスーツ姿で、久しぶりに再会した同級生たちと写真を撮ったり、近況報告
などをしたりして、ともに過ごす時間を楽しみました。
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ま
ち
の
話
題

　

本
日
は
、私
た
ち
の
た
め
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な
さ
ま
か
ら
の
祝
福
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、参

加
者
を
代
表
し
、挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

突
然
で
す
が
、み
な
さ
ん
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
か
？ 

夢
を
追
う
た
め
に
は
大

き
な
覚
悟
が
必
要
で
す
し
、不
安
や
恐
れ
も
つ
い
て
き
ま
す
。私
は
現
在
、俳
優
と
い
う
夢
を
追
い
か
け
て

い
ま
す
。こ
の
仕
事
は
一
見
華
や
か
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、毎
日
が
挑
戦
と
失
敗
の
連
続
で
す
。

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
落
ち
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、自
分
の
演
技
に
納
得
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、失
敗
は
人
生
に
お
い
て
誰
に
で
も
あ
る
こ
と
で
す
が
、私
は
そ
の
失
敗
に
対
し
て
こ
う
考
え
て

い
ま
す
。

「
未
来
は
変
え
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、過
去
は
変
え
ら
れ
る
」

　

逆
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、未
来
の
こ
と
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
の
で
変
え
ら
れ

な
い
の
で
す
。た
だ
、過
去
の
出
来
事
に
ど
う
向
き
合
い
、ど
う
学
ぶ
か
で
未
来
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。失
敗
も
学
び
に
変
え
れ
ば
、成
長
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。成
功
す
る
ま
で
挑
戦
し
続

け
れ
ば
、失
敗
は
た
だ
の
通
過
点
で
し
か
な
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。時
に
は
恋
愛
で
大
失
敗
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
も
通
過
点
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
の
頃
、誰
し
も
が
夢
を
持
っ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
芸
能
人
に
な
り
た
い
、と
い

う
夢
を
持
っ
て
い
た
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。大
人
に
な
る
と「
普
通
」や「
常
識
」に
縛
ら
れ
、本
当

に
や
り
た
い
こ
と
を
後
回
し
に
し
が
ち
で
す
が
、自
分
の
心
に
正
直
に
生
き
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
俳
優
と
い
う
道
を
選
ん
で
か
ら
、不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。「
自
分
に
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」と
毎

日
自
問
自
答
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
で
も
挑
戦
し
続
け
て
い
ま
す
。失
敗
し
な
が
ら
も
成
長
を
感
じ
て
い

る
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
で
大
切
な
こ
と
。そ
れ
は
、失
敗
を
恐
れ
ず
、挑
戦
し
続
け
る
こ
と
で
す
。失
敗
を
乗

り
越
え
、成
長
し
な
が
ら
夢
を
実
現
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
も
、自
分
の
道
を
信
じ
て
進

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
日
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
私
た
ち
が
ま
ず
や
る
べ
き
こ
と
。そ
れ
は
家
族
や

友
人
、先
生
、周
囲
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。今
ま
で
支
え
て
き
て
く
れ
た

人
た
ち
に
感
謝
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
、自
分
自
身
も
誰
か
の
支
え
に
な
れ
る
大
人

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
は
あ
り
ま
す
が
、多
く
の
み
な
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、助
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
か
み
し
め
、今
日
こ
こ
に
社
会
人
の
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
誓
い
、二
十
歳
代
表
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

令
和
７
年
１
月
12
日　
　
　
　
　
　

  　
　
　

 　
　
　

  

二
十
歳
代
表　

三
木　

遥
太

み
き              

よ
う
た

Vol.
185

二
十
歳
の
つ
ど
い
で
、多
く
の
人
た
ち
へ
感
謝
と

未
来
へ
の
決
意
を
誓
っ
た
二
十
歳
代
表
の
答
辞
を
紹
介
し
ま
す
。
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企画環境課広報広聴係まで
TEL.44-2121 FAX.44-3500

町民みなさんの参加ページです

お便りをお待ちしています！

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

ニセコ高校農業クラブ

C U L T U R E

い
、
早
急
に
対
応
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
用
紙
以
外
で
も
、
ご
意
見
は

手
紙
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
ほ
か
、

町
内
各
所
に
設
置
し
て
い
る
『
ま
ち
づ
く
り

広
聴
箱
』
な
ど
、
ど
ん
な
方
法
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

※

『
ま
ち
づ
く
り
広
聴
箱
』
は
役
場
、
町
民

　

セ
ン
タ
ー
、
綺
羅
乃
湯
、
あ
そ
ぶ
っ
く
に

　

設
置
し
て
い
ま
す

  「
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
」も

　
　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

グ
ル
ー
プ
で
町
長
と
懇
談
し
た
い
場
合
は

『
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
』
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
お
お
む
ね
５
人
集
ま
り
ま
し
た
ら
、
町

長
が
指
定
の
場
所
に
う
か
が
い
ま
す
。

　

今
月
の
広
報
誌
12
ペ
ー
ジ
か
ら
13
ペ
ー
ジ

は
、
『
私
の
意
見
』
と
い
う
意
見
投
稿
用
紙

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
用
紙
は
、
み
な
さ

ん
が
日
ご
ろ
抱
い
て
い
る
町
行
政
に
対
す
る

意
見
や
疑
問
を
、
町
に
気
軽
に
伝
え
て
い
た

だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
用
紙
を
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
、
の

り
付
け
を
す
る
と
封
筒
の
形
に
な
り
、
そ
の

ま
ま
郵
便
と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す

（
切
手
は
い
り
ま
せ
ん
）
。
町
に
届
い
た
用

紙
は
、
町
長
が
直
接
開
封
し
、
内
容
を
確
認

し
ま
す
。
そ
の
後
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意

見
や
疑
問
に
は
一
つ
ひ
と
つ
回
答
し
ま
す
の

で
、
で
き
る
限
り
住
所
や
氏
名
も
ご
記
入
く

だ
さ
い
（
個
人
情
報
は
厳
格
に
保
護
し
ま

す
）
。
ま
た
、
対
応
が
必
要
な
も
の
、
可
能

な
も
の
に
つ
い
て
は
担
当
部
署
に
指
示
を
行

今
月
は
、み
な
さ
ん
が
町
や
ま
ち
づ
く
り
に

関
し
て
日
ご
ろ
お
気
付
き
に
な
っ
た
こ
と
を
、

気
軽
に
町
と
や
り
取
り
し
て
も
ら
う
た
め
の

手
法
を
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ご
意
見
や
、

お
便
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

私
の

意

見
Our Voice

『
私
の
意
見
』を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

あ
か
り

霧
ま
と
ふ 

山
裾
ち
か
き 

集
落
に 

外
灯
と
も
る
も 

人
住
み
た
る
や

一鉢
の 

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
に 

さ
す
茜 

ひ
と
き
わ
明
か
し 

今
日
の
窓
辺
の

冬
の
朝 
空
の
色
か
ざ
る 

窓
の
外

羊
蹄
山 
雪
に
囲
ま
れ 

立
ち
す
く
す

指
先
の 

出
る
手
袋
で 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

雪
晴
の 

白
樺
の
木
々 
照
り
合
ひ
ぬ

杉
野
　
恒
夫

佐
々
木  

禎
子

佐
藤
　
岱
子

清
水
　
綾
子

越
野
　
芳
枝

巾
下
　
正
子

新しい高校のリーダー

思います!
　変化が絶えないニセコ高校です
が、今できる自分の最大限の力
と、生徒会活動を通して身に付け
た力で楽しみながら、どんな変化
も乗り越えていきたいと思ってい
ます。

　はじめまして! 新しく生徒会副会
長に就任した1年の遠藤渉です。私
は隣の真狩村出身で、これから変
わっていくニセコ高校を見ている
だけでなく、自分から変化させて
いきたいと思い、生徒会に立候補
しました。
　私が目指すニセコ高校は
「頑張ることを楽しむ｣､
「楽しむために頑張る」、
そんな高校です。例えば、
現在も進めている頭髪に関
する規定の変更や制服、学
校祭なども、町民のみなさ
んを巻き込んでもっと楽し
めるような高校にしたいと

1年　副会長　遠藤  渉



み
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切手なしで
届きます 線に沿って切り取り、ノリづけ

してから投函してください

役場や町長へ

「私の意見」をお待ちしています
　これは、みなさんが日ごろ感じている、町行政に対する疑問やご意見、
ご提案などをファックス通信やお手紙などでいただこうというものです。
　お寄せいただいた内容は、はじめに町長が読み、記名されている人には
回答します。
　そして、できる限りみなさんの意見をまちづくりに生かします。
　また、日常の生活で楽しかったこと、うれしかったことなど、特に回答を
必要としないエッセイなどもお気軽にお寄せください。
　なお、ニセコ町公式ホームページからも意見などをお寄せいただけます。

http://www.town.niseko.lg.jp/inquiry/

|  2025  | 2月号  ｜  広報ニセコ12
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『私の意見』　FAX  0 1 3 6 - 4 4 - 3 5 0 0（24時間受付）
ファックスをお持ちの人は、この面に住所・氏名・電話番号などをご記入のうえ送信くださっても結構です。

■問合せ／企画環境課広報広聴係　℡0136-44-2121　Eメール：koho@town.niseko.lg.jp

はじめに町長が読み、住民のみなさんに広くお知らせすることがよいと思われる内容については、
氏名を掲載する場合、ご本人の了解をいただいたのち広報誌の「みんなのページ」に掲載させてい
ただく場合があります

|  2025  | 2月号  ｜  広報ニセコ 13
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INFORMATION

学習交流センター　あそぶっく
■開館時間／午前10時～午後6時
■休館日／月曜日・最終金曜日・祝日・年末年始
TEL.0136-43-2155　FAX.0136-43-2156
https://asobook-lib.com/

No.263

芥川賞・直木賞　受賞作品発表
　あそぶっくでもノミネート作品の展示を行っていま
したが、1月15日に受賞作品が発表されました。みなさ
んの予想は当たりましたか？
　引き続き、ノミネート作品・受賞作品の展示を行いま
す。現在準備中の作品もありますので、新着本のご案内
も楽しみにお待ちください。
　芥川賞　
安堂  ホセ　『DTOPIA（デートピア）』
鈴木  結生　『ゲーテはすべてを言った』
　直木賞　
伊与原  新　『藍を継ぐ海』

節分のぬりえを展示しています
　お父さんお母さんと一緒に来館された、小さなお子
さんや小学生のみなさんに楽しんでもらえたら嬉しい
な…と、“ぬりえ”を用意しています。
　鬼のお面をあそぶっくに飾りませんか？ カウンターに
お声かけください。また、冬にぴったりの絵本や行事に
まつわる絵本も用意しています。
　寒い冬、お家から出ることも
おっくうになりがちですが、館内
を暖かくしてお待ちしていますね。

趣味の展示をしませんか？
　あそぶっくでは、利用者のみなさんの作品展示を随
時行っています。
　内容は多岐にわたり、個性あふれる展示が1年を通
して楽しめます。来館された際にはぜひご覧ください。
　併せて、展示をしてくださる人も募集しています。展
示期間は2週間程度です。あそぶっくで「小さな個展」を
開催しませんか？ ぜひ、カウンタースタッフまでお声か
けください。

2/1～2/28　
2025年大河ドラマ『べらぼう』の舞台ともなる

「江戸」にまつわる展示を行っています。主人公：
蔦屋重三郎が活躍した、江戸の文化をのぞいて
みませんか？

2/1～2/14　編み物/青木佳子さん
2/15～2/27 フランス刺繍/中島シヅ子さん

お知らせ

展　示

本の
展示

趣味の
展示

あんどう　    ほせ

すずき　    ゆうい

いよはら　      しん

ニセコ小昼の読み聞かせ
今回は「わごむの可能性」をテーマに、
わごむにまつわる絵本を3冊選書しまし
た。ミニ展示も行っています

MOE絵本屋さん大賞
2024年ＭＯＥ絵本屋さん大賞が発表にな
りました。2022年、2023年の受賞作品も
展示しています

着 本 紹 介新

キッザニア東京完全ガイド
介護はじまりました
77歳、石原洋子のからだが整うスープ

講談社 編
月野まる
石原洋子

命の砦
人魚が逃げた
森田繁子と腹八分

夏川草介
青山美智子

河﨑秋子

ホワイトバード
てんぐのはうちわ
いかあげたこあげ

R．J．パラシオ
いもとようこ

高畠じゅん子
新着本はこのほかにもたくさんあります。あそぶっくでご覧ください。

実用書 読み物 児童書・絵本

あい
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≫ラジオニセコ
[Kira 綺羅 Niseko] 内

「協力隊の、
  ニセコが好きだから～」
  (毎週月曜午後3時20分～50分)

〈2月の出演予定者〉
  2／3
      10
      17
      24
      
 

私たち協力隊員の活動や人
となりを町民のみなさんに
知っていただくために毎月
情報を発信していきます！

Webサイト
▼

フェイスブック
▼

インスタグラム
▼

隊員から、日々の活動を報告！

41.

編集担当

≫SNS でも情報発信中！

〈2年目〉伊藤  里佐　村岡  修
　　　   佐藤  恭華　
〈1年目〉太田  公佑

協力隊の活動内容を
紹介しています

出口 絵美・吹越 広一
伊藤 里佐・平山 賢志
齋藤 彩姫・中村 尚輝
鈴木 小乃花・高木 北斗

小林  知穂
(愛知県出身）
配属先／
北海道ニセコ高校

　
今
年
も
、
協
力
隊
と
ニ
セ
コ

FRIEN
D

S

に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
を
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
サ
ン
タ
に
よ
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
配
布
か
ら
始
ま
り
、
子
ど
も
た

ち
が
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

音
楽
演
奏
や
ダ
ン
ス
に
触
れ
、
ク
ラ

フ
ト
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
交
流
員
と

協
力
隊
員
の
紹
介
パ
ネ
ル
も
展
示
し

ま
し
た
。

　
エ
コ
の
取
り
組
み
の
観
点
か
ら
、廃

材
を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の

土
台
を
作
り
、当
日
に
子
ど
も
た
ち
が

ク
ラ
フ
ト
体
験
で
作
成
し
た
オ
ー
ナ

メ
ン
ト
を
飾
り
付
け
、完
成
さ
せ
ま
し

た
。

　
最
後
に
は
国
際
交
流
員
と
一
緒
に
、

5
か
国
語
に
よ
る
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
合

唱
と
ツ
リ
ー
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行

大
盛
況
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

イ
ベ
ン
ト
支
援

全体活動レポート 12月
実施

ひ

新隊員
紹介

　
少
子
高
齢
化
と
言
わ
れ
る
日
本
で
、
新
し
い
学
校

づ
く
り
と
い
う
貴
重
な
機
会
に
惹
か
れ
、
今
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ニ
セ
コ
で
世
界
と

日
本
を
つ
な
げ
る
役
割
に
携
わ
れ
た
ら
と
思
い
、
ニ

セ
コ
に
来
ま
し
た
。

　
学
校
の
新
た
な
学
び
で
あ
る
起
業
家
教
育
で
は
、

探
究
の
授
業
と
放
課
後
起
業
家
活
動
「StarsU

P

」

に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
発
想
力
を
身
近
に
感

じ
、
見
つ
け
る
喜
び
、
知
る
喜
び
な
ど
の
生
き
生
き

と
し
た
姿
や
、
日
々
頑
張
る
姿
に
力
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

令
和
6
年
度
下
期
着
任
の
新
隊
員
を
ご
紹
介
！
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み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
支
援

木澤  大吾
(函館市出身）
配属先／
㈱ニセコリゾート
観光協会

　
私
は
ニ
セ
コ
町
の
豊
か
な
自
然
や
美
し
い
景
観
に

魅
力
を
感
じ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
新
た
な

挑
戦
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
配
属
先
で
あ
る
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光
協
会
で

は
、
観
光
案
内
や
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
な
ど
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
は
異
な
る
分

野
で
す
が
、
観
光
を
通
じ
て
地
域
の
魅
力
を
発
信
す

る
仕
事
に
強
い
関
心
を
抱
き
ま
し
た
。
特
に
、
豊
か

な
自
然
や
特
色
あ
る
文
化
を
多
く
の
人
に
伝
え
、
訪

れ
る
人
に
と
っ
て
記
憶
に
残
る
よ
う
な
体
験
を
提
供

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
観
光
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

池田  麻依
(函館市出身）
配属先／
農政課　
ニセコビュープラザ
直売会

　
私
が
ニ
セ
コ
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
志
し
た

の
は
、
豊
か
な
自
然
や
お
い
し
い
農
産
物
に
心
惹
か

れ
、
そ
の
魅
力
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
観
光
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
一
方
で
、
農
産
物
な
ど
の
地
域
資
源
に
は

ま
だ
ま
だ
広
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
ア
イ
デ
ア
を
形
に
し

な
が
ら
新
し
い
魅
力
を
発
信
し
、
自
分
の
経
験
を
生

か
し
て
ニ
セ
コ
町
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
、
イ
ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
楽
し

い
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
！ 

(太
田

公
佑
）

　
協
力
隊
で
は
移
住
・
定
住
に
向
け
、

隊
員
一
人
ひ
と
り
が
目
標
を
持
っ
て

活
動
で
き
る
よ
う
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、
次
の
通
り
に
活
動
理
念
と
目

標
行
動
指
針
を
決
め
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
下
期 

ニ
セ
コ
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
テ
ー
マ 

活
動
理
念

「
地
域
と
隊
員
を
結
び
、
新
し
い
価
値

と
活
力
を
創
出
す
る
」

目
標
行
動
指
針

1
． 隊
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

深
め
、
情
報
を
円
滑
に
共
有
す
る
こ

と
で
地
域
活
動
に
貢
献
す
る
。

2
． 配
属
先
業
務
・
協
力
隊
活
動
を

町
民
へ
広
く
周
知
・
認
知
す
る
こ
と

で
、隊
員
の
士
気
高
揚
に
つ
な
げ
る
。

　
隊
員
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
を
生
か

し
、
ニ
セ
コ
町
の
さ
ら
な
る
発
展
に

つ
な
が
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
!

(清
水
康
平
）

Activity Report

ひ

協
力
隊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
! 

令
和
６
年
度
下
期
活
動
理
念

独
自
企
画
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子育てトピックス

お知らせ

「おひさま」とは…親子で気軽に遊べて、友だち同士で悩みなどを相談できるふれあいの場所です。（幼児センター内）

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

このコーナーでは、子育てに関する
さまざまな活動や情報をご紹介します！

子
育
て
講
座

｢

料
理
教
室
」

　
保
健
福
祉
課
の
齋
藤
栄
養
士

を
講
師
に
迎
え
、
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。今
回
は
「
餃
子

の
皮
で
ラ
ザ
ニ
ア
風
」、「
卵
カ
ッ

プ
サ
ラ
ダ
」、「
コ
ン
ソ
メ
ス
ー

プ
」、「
ク
レ
ー
プ
ロ
ー
ル
」に
挑

戦
し
ま
し
た
。会
話
も
は
ず
み

な
が
ら
和
や
か
に
楽
し
く
調
理

し
、
出
来
上
が
っ
た
料
理
を
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
お
い
し
く

食
べ
ま
し
た
。

　
簡
単
な
作
り
方
を
教
え
て
も

ら
い
、
参
加
者
か
ら
は
家
庭
で

も
作
っ
て
み
た
い
と
い
う
声
が

聞
こ
え
ま
し
た
。

おいしいね！

お
ひ
さ
ま

餅
つ
き
会
が

あ
り
ま
し
た

　
今
年
度
も
年
長
児
が
餅
つ
き

に
挑
戦
し
ま
し
た
。ふ
か
し
あ

が
っ
た
餅
米
を
順
番
に
見
せ
る

と
、「
お
い
し
そ
う
！
」
と
年
少

の
子
ど
も
た
ち
も
の
ぞ
き
こ
ん

で
い
ま
し
た
。

　
み
ん
な
で
大
き
な
声
で
餅
つ

き
の
歌
を
歌
い
、
お
餅
を
つ
く

職
員
や
く
ま
組
の
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
に
「
よ
い
し
ょ
！ 

よ

い
し
ょ
！ 

」と
声
を
か
け
、応
援

し
ま
し
た
。

　
つ
き
あ
が
っ
た
お
餅
を
見
て
、

「
わ
ー
、す
ご
い
！ 

」と
、み
ん
な

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

幼
児

セ
ン
タ
ー

餅つき楽しいね!

〈このページに関する問合せ〉
ニセコ町幼児センター「きらっと」▶担当／青木・松井
TEL.(代表)0136-44-2700　FAX.0136-44-2725

　あそぶっく人形劇団のみなさんが幼児センターに
来てくださり、人形劇などを見せてくれます。お子さん
と一緒に観劇しませんか。
　◆日時／2月19日（水）　午前10時半～
　◆場所／幼児センター

子育て講座「あそぶっく人形劇」

子育て講座「フラワーアレンジメント」
　◆日時／2月25日(火)　午前10時～
　◆場所／町民センター
　◆講師／三谷きよみ氏
　◆材料費／1,500円
　◆託児／子育て支援センター「おひさま」
　◆申込期限／2月14日（金）

幼児センター保育開放
　就園前の親子を対象に、幼児センターの保育開放を
行います。
　◆日時／2月10日（月）　午前10時～
　◆場所／幼児センター
　◆内容／雪遊び、室内遊びなど
　◆申込期限／2月5日（水）
※保育内容は当日変更になる場合があります。親子ともに
　雪遊びのできる服装でお越しください
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み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

ドクター河合の

ニセコ医院
TEL.0136-44-2201

河合医師

vol.
31

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
今
年
は

巳
年
で
す
。巳
年
は
「
復
活
と
再
生
」

の
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

再
生
医
療
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
再
生
医
療
と
は

　
損
傷
や
病
気
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た

細
胞
、組
織
、ま
た
は
臓
器
を
修
復
・

再
生
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
医
療

技
術
の
総
称
で
す
。こ
れ
ま
で
の
移

植
は
他
人
の
臓
器
を
移
植
す
る
こ
と

が
一
般
的
で
し
た
が
、
再
生
医
療
は

自
分
の
細
胞
を
使
っ
て
新
た
に
臓
器

を
作
り
出
す
こ
と
も
可
能
な
の
で
、

拒
絶
反
応
の
心
配
が
少
な
く
、
無
限

に
作
り
出
す
こ
と
も
可
能
で
し
ょ

う
。こ
れ
に
よ
り
、従
来
の
治
療
法
で

は
治
す
こ
と
が
難
し
か
っ
た
病
気
や

け
が
に
対
し
て
も
、
新
た
な
治
療
の

選
択
肢
が
増
え
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
世
界
に
先
駆
け
て
再

生
医
療
を
推
進
す
る
た
め
の
法
律
が

整
備
さ
れ
、
薬
や
医
療
機
器
の
安
全

基
準
を
定
め
て
い
た
法
律
が
改
正
さ

れ
る
な
ど
、
国
を
挙
げ
て
新
し
い
医

療
を
推
進
す
る
と
い
う
体
制
が
構
築

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
重
症
の
や
け
ど
な
ど
で

は
、
欠
損
し
た
皮
膚
に
自
身
の
皮
膚

を
ほ
か
の
部
位
か
ら
移
植
す
る
治
療

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
け
ど
が

広
範
囲
に
な
る
と
採
取
す
る
皮
膚
も

広
範
囲
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ

こ
で
、
採
取
す
る
皮
膚
を
最
少
限
に

し
、
培
養
し
て
増
や
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
広
範
囲
の
や
け
ど
で
も
治
療

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

治
療
期
間
の
短
縮
や
、
患
者
負
担
を

減
ら
す
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
患
者
さ
ん
の
血
液
に
あ
る

免
疫
を
担
当
す
る
リ
ン
パ
球
に
、血

液
の
が
ん
細
胞
を
積
極
的
に
攻
撃
す

る
よ
う
な
性
質
を
持
つ
遺
伝
子
を
組

み
込
み
、
そ
の
リ
ン
パ
球
を
再
度
体

内
に
戻
し
て
が
ん
を
死
滅
さ
せ
る
治

療
も
研
究
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
課
題
と
展
望

　
再
生
医
療
は
非
常
に
有
望
で
す

が
、い
く
つ
か
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

移
植
し
た
細
胞
や
組
織
が
、
が
ん
化

す
る
な
ど
の
副
作
用
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
あ
る
た
め
、
長
期
的
な
安
全

性
の
確
認
が
必
要
で
す
。ま
た
、細
胞

治
療
に
関
し
て
は
、
使
用
す
る
細
胞

の
源
や
技
術
の
倫
理
的
な
問
題
が
あ

り
ま
す
。さ
ら
に
、再
生
医
療
の
治
療

法
は
高
度
な
技
術
を
必
要
と
す
る
た

め
、
治
療
費
が
高
額
に
な
り
が
ち
で

す
。

　
再
生
医
療
は
、
脊
髄
損
傷
や
心
筋

梗
塞
、糖
尿
病
、関
節
炎
、網
膜
疾
患

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
の
治
療
に

応
用
さ
れ
て
お
り
、
革
命
的
な
変
化

を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
地
道
な
研
究
が
必
要

な
分
野
で
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、今

後
の
医
療
技
術
が
進
め
ば
、
人
工
心

臓
や
人
工
肝
臓
が
作
ら
れ
、
治
ら
な

い
病
気
が
無
く
な
る
時
代
が
来
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

住民係窓口受付分

ごめいふくを
おいのり
します

こんにちは

赤ちゃん

2月生まれ

令和6年2月生まれの子どもの
掲載はありませんでした

み

み
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く
ら
し
の
情
報

ニ
セ
コ
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

ニ
セ
コ
町
ギ
フ
ト
カ
ー
ド

の
使
用
期
限

　

1
月
に
町
民
の
み
な
さ
ん

（
令
和
6
年
11
月
1
日
に
住
所

登
録
の
あ
る
人
）
に
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
ニ
セ
コ
町
ギ
フ

ト
カ
ー
ド
は
、
使
用
期
限
が
2

月
16
日
（日）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
お
早
め
の
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
世
帯
に
ゆ
う
パ
ッ
ク

で
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
が
届
い
て
い

な
い
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
企
画
環
境
課
経
営

　

企
画
係　

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

防
災
ラ
ジ
オ
自
動
起
動
訓
練

　

町
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（J

‐ALERT

)の
全
国

一
斉
情
報
伝
達
試
験
に
合
わ
せ

て
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
自
動
起
動

訓
練
を
行
い
ま
す
。
国
か
ら
発

表
さ
れ
る
緊
急
情
報
を
町
民
の

み
な
さ
ん
に
い
ち
早
く
お
知
ら

せ
す
る
た
め
、J

‐ALERT

と
連

動
し
て
防
災
ラ
ジ
オ
を
自
動
的

に
起
動
さ
せ
ま
す
。
訓
練
時
刻

に
な
る
と
、
防
災
ラ
ジ
オ
か
ら

大
き
な
音
声
が
流
れ
ま
す
。
訓

練
で
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
2
月
12
日
（水）　

午
前

　

11
時
〜

■
問
合
せ
／
総
務
課
防
災
係　

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

自
衛
官
採
用
の
お
知
ら
せ

●
自
衛
官
候
補
生
（
第
8
回
）

・
受
験
資
格
／
採
用
予
定
月
の

　

1
日
現
在
18
歳
以
上
33
歳
未

　

満
の
人

・
受
付
期
間
／
令
和
7
年
2
月

　

10
日
（月）
〜
令
和
7
年
2
月
20

　

日
（木）

・
試
験
日
／
令
和
7
年
3
月
2

　

日
（日）

　

試
験
日
に
つ
き
ま
し
て
は
変

更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
自
衛
隊
札
幌
地
方

　

協
力
本
部
倶
知
安
地
域
事
務

　

所

　

℡
0
1
3
6
-23
-3
5
4
0

　

ま
た
は
自
衛
官
募
集
相
談
員

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
7
7

す
。

　

町
で
は
、
人
口
減
少
問
題
に

立
ち
向
か
い
、
将
来
に
わ
た
っ

て
豊
か
で
魅
力
あ
る
町
を
つ
く

る
「
自
治
創
生
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
回
の
町
民
講
座

で
は
、
「
第
3
期
ニ
セ
コ
町
自

治
創
生
総
合
戦
略
」
の
方
向
性

を
示
す
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

動
向
や
課
題
、
「
第
3
期
ニ
セ

コ
町
自
治
創
生
総
合
戦
略
」
の

基
本
目
標
な
ど
を
共
有
し
、
町

民
の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
す
。

■
日
時
／
2
月
13
日
（木）　

午
後

　

6
時
〜

■
場
所
／
ニ
セ
コ
中
央
倉
庫
群

　

旧
で
ん
ぷ
ん
工
場

■
問
合
せ
／
企
画
環
境
課
経
営

　

企
画
係　

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

お
知
ら
せ

第
2
3
0
回
ニ
セ
コ
町
ま

ち
づ
く
り
町
民
講
座
「
第

3
期
ニ
セ
コ
町
自
治
創
生

総
合
戦
略
に
つ
い
て
」

　

｢第
2
期
ニ
セ
コ
町
自
治
創
生

総
合
戦
略
（
総
合
戦
略
）
」

は
、
今
年
度
、
対
象
期
間
の
最

終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

現
在
、
「
第
3
期
ニ
セ
コ
町
自

治
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

　

「
総
合
戦
略
」
は
、
日
本
全

体
で
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
く

中
で
も
、
ニ
セ
コ
町
が
豊
か
な

自
然
環
境
を
は
じ
め
と
し
た
地

域
資
源
を
守
る
と
と
も
に
、
最

大
限
に
生
か
し
な
が
ら
地
域
経

済
を
豊
か
に
し
、
資
金
や
人
材

を
呼
び
込
む
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
地
域
経
済
戦
略
で

お
知
ら
せ
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■
問
合
せ
／
札
幌
管
区
気
象
台

　

天
気
相
談
所　

　

℡
0
1
1
-6
1
1
-0
1
7
0

成
人
男
性 

風
し
ん
抗
体
検
査
・

予
防
接
種
は
令
和
7
年
2
月
末

ま
で
に
受
け
ま
し
ょ
う

　

昭
和
37
年
4
月
2
日
〜
昭
和

54
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
性

で
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
使
用
し

て
抗
体
検
査
を
実
施
し
て
い
な

い
人
（
ま
た
、
抗
体
検
査
は
実

施
し
た
が
予
防
接
種
を
受
け
て

い
な
い
人
）
へ
最
後
の
ご
案
内

で
す
。

■
実
施
方
法
／
風
し
ん
の
抗
体

　

検
査
（
採
血
）
を
受
け
、
抗

　

体
が
基
準
値
以
下
で
あ
っ
た

　

場
合
は
予
防
接
種
を
受
け
ま

　

し
ょ
う
。

■
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
実
施

　
場
所
／
ニ
セ
コ
医
院
ほ
か
、

　

町
外
の
医
療
機
関
（
全
道
の

　

ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
関
が
実

　

施
機
関
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

　

す
）

※
ク
ー
ポ
ン
の
再
発
行
に
つ
い

　

て
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

　

く
か
、
W
E
B
申
請
を
お
願

　

い
し
ま
す
。
左
記
の
二
次
元

　

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
必
要

　

事
項
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
／
保
健
福
祉
課
健
康

　

づ
く
り
係　

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

る
た
め
、
大
雪
や
吹
き
溜
ま
り

に
よ
る
交
通
障
害
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
冷
た
い
空
気
の
流
入

に
よ
り
最
高
気
温
が
0
度
未
満

の
真
冬
日
が
続
く
と
、
水
道
管

凍
結
の
可
能
性
も
出
て
き
ま
す
。

大
雪
や
吹
き
溜
ま
り
に
よ
る
交

通
障
害
や
水
道
管
凍
結
防
止
の

備
え
を
も
う
一
度
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

気
象
台
の
発
表
す
る
気
象
情

報
な
ど
を
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
こ
ま

め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
厳
し
い
冬

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

冬
の
備
え

　

冬
期
間
は
日
本
の
西
側
で
気

圧
が
高
く
な
り
、
東
側
で
気
圧

が
低
く
な
る
、
西
高
東
低
の

「
冬
型
の
気
圧
配
置
」
と
な
る

日
々
が
多
く
な
り
、
大
陸
か
ら

冷
た
い
空
気
が
流
入
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
特
に
、
1
月
下
旬

か
ら
2
月
上
旬
に
か
け
て
は
、

1
年
で
一
番
気
温
が
低
い
時
期

と
な
り
、
冬
の
寒
さ
に
対
す
る

備
え
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
冬
型
の
気
圧
配
置
に

な
る
と
、
日
本
海
で
筋
状
の
雪

雲
が
次
々
と
発
生
し
、
日
本
海

側
へ
た
く
さ
ん
の
雪
を
降
ら
せ

　年末年始、「少年と自転車」という映画を見ました。
　このフランスの映画は、主人公である養護施設で
暮らす10歳ほどの少年が、父親から連絡が来なく
なったことを不安に思い、父親が引っ越しをしたため
につながらなくなってしまった自宅の番号に電話を
するところから始まります。
　少年はひょんなことから、ある女性に週末だけ里親
なってもらい、父親を探します。父親を見つけるも、父
親は少年に対して二度と来ないでほしいと告げます。
少年は、里親の女性の忠告もむなしく、養護施設で３
年暮らしていたという地域の年上の少年と仲良くな
り、その少年から指示を受けて強盗をしてしまいます。
年上少年は、主人公の少年が顔を見られたことを知
ると、お前がやった犯罪だと言って逃げていた逃走車
から少年を降ろします。少年は、奪ったお金を父親に
渡そうとしますが、父親も自分を犯罪者にするのかと
少年を突き返します。少年は、路上に落ちたお金を拾
わずに里親の元に戻り、一緒に暮らしたいことを打ち
明けます。その後、被害者と少年と里親の女性が裁判
所内で対面して、少年が被害者に謝罪し、里親の女性
が少年に代わって被害者に被害の弁償をすることを
約束します。少年は、最終的には少年院に行かずに、
里親の女性と暮らすことが許されます。
　多くの映画賞を取ったこの作品の着想は、日本の
少年犯罪のシンポジウムで聞いた話のようです。私も
また、映画の少年と似たような境遇の子と出会うこと
があります。映画では偶然ですが、主人公にとっての
里親との出会いのように、更正のきっかけになる環境
を見つけようとすることが我々の仕事です。

パークフロント法律事務所ニセコ事務所
ニセコ町字本通141番地
℡ 0136-44-3800  FAX.0136-44-3801

●今月のテーマ

少年と自転車
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■
問
合
せ
／
倶
知
安
税
務
署 　

　

個
人
課
税
部
門　

　

℡
0
1
3
6
-22
-1
1
9
2

　

「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
特

　

設
ペ
ー
ジ
」
と
検
索

あ
な
た
の
申
告
は
今
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
か
？

　

医
療
費
や
寄
付
金
、
生
命
保

険
な
ど
の
控
除
を
追
加
し
、
納

め
す
ぎ
の
所
得
税
を
返
し
て
も

ら
う
申
告
（
還
付
申
告
）
の
場

合
は
、
3
月
17
日
ま
で
に
行
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
還
付
申

告
は
5
年
間
行
う
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
令
和
6
年
分
は
令
和

11
年
12
月
31
日
ま
で
、
い
つ
で

も
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
時
期
は
税
務
署

や
役
場
は
混
雑
し
ま
す
。
申
告

が
税
金
の
還
付
を
目
的
と
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
時
期
を
ず
ら

す
か
、
e
‐
T
a
x
を
利
用
す

る
こ
と
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
場
合
は

　

ご
自
身
で
確
定
申
告
を
す
べ

き
か
、
し
た
ほ
う
が
良
い
の
か

分
か
ら
な
い
場
合
、
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
相
談
に
な
る
際
は
、

★
事
前
予
約
が
必
要
で
す

確
定
申
告
の
受
付

　

役
場
で
確
定
申
告
が
で
き
る

の
は
2
月
17
日

（月）
〜
3
月
14
日

（金）
ま
で
で
す
。

※
倶
知
安
税
務
署
で
は
い
つ
で

　

も
申
告
で
き
ま
す

重
要
！

確
定
申
告
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す

　

確
定
申
告
は
希
望
す
る
日
時

を
事
前
に
予
約
の
う
え
、
時
間

に
余
裕
を
持
っ
て
役
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
前
予

約
は
希
望
日
の
前
日
ま
で
に
電

話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

事
前
予
約
を
し
て
い
な
い
人

は
確
定
申
告
を
お
受
け
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
事
前
予
約
を
し

て
い
て
も
、
当
日
体
調
が
す
ぐ

れ
な
い
場
合
は
、
無
理
せ
ず
後

日
改
め
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　

M
ail:zeim

u@
tow

n.

　

niseko.lg.jp

※
税
務
署
で
申
告
す
る
場
合
は
、

　

「
入
場
整
理
券
」
を
事
前
に

　

取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
税
庁
公
式
L
I
N
E
ア
カ

　

ウ
ン
ト
で
事
前
発
行
も
し
く

　

は
、
会
場
で
当
日
配
布
に
よ

　

り
入
手
可
能
で
す

確
定
申
告
は
、
自
宅
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
金
額
な
ど
を
入
力
す
る

だ
け
で
確
定
申
告
書
を
作
成
で

き
ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
は
、

そ
の
ま
ま
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
使
っ
て
、
e
‐
T
a
x
で

送
信
で
き
ま
す
。
今
年
か
ら
ス

マ
ホ
で
も
操
作
し
や
す
い
画
面

と
な
っ
た
の
で
、
ス
マ
ホ
申
告

が
便
利
で
す
。

　

さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
と
連
携
す
れ
ば
、
給

与
な
ど
の
収
入
に
関
す
る
情
報

や
医
療
費
、
ふ
る
さ
と
納
税
な

ど
の
控
除
に
関
す
る
情
報
を
一

括
取
得
し
、
申
告
書
の
該
当
項

目
に
自
動
入
力
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
よ
り
便
利
に
確
定
申

告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
詳
細

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　

 
昨
年
1
年
間
の
収
入
と
支
出
が

分
か
る
次
の
よ
う
な
書
類
を
お

手
元
に
ご
用
意
の
う
え
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
参
考
書
類
（
一
例
）
】

・
給
料
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票

・
医
療
費
の
領
収
書
（
自
己
負

　

担
総
額
を
合
計
し
た
も
の
）

・
生
命
保
険
の
控
除
証
明
書

　

な
ど

※
確
定
申
告
全
般
に
つ
い
て　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
国
税

　

庁　

確
定
申
告
」
と
検
索　

■
問
合
せ
／
税
務
課 

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

譲
渡
所
得
・
贈
与
税
の
相
談

　

税
務
署
職
員
に
譲
渡
所
得
や

贈
与
税
に
つ
い
て
個
別
相
談
が

必
要
な
人
は
、
3
月
17
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
に
、

札
幌
中
税
務
署
職
員
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
が
可
能
で

す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
い
ず
れ
か
の
曜
日
に
来
署

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
会
場
で
の
オ
ン

ラ
イ
ン
相
談
に
は
、
入
場
整
理

券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ニセコ町公式HPに契約結
果を掲載しています。

契約結果

■問合せ／北方領土復帰期成同盟後志地方支部
　　　　　 倶知安町北1条東2丁目（後志総合振興局内）
   　　　　　                   ℡ 0136-22-0216

2月7日は「北方領土の日」です

「今も昔もこれからも
北方領土は日本の領土」
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冬
期
間
に
お
け
る
緊
急
車
両
の

緊
急
走
行
や
消
防
活
動
な
ど
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
願
い

　

降
雪
期
を
迎
え
、
道
路
の
凍

結
や
積
雪
、
降
雪
に
よ
る
交
通

障
害
が
心
配
さ
れ
る
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
消
防
車
な
ど
の
緊

急
自
動
車
は
、
一
般
車
両
の
協

力
を
得
て
こ
そ
ス
ム
ー
ズ
に
走

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

1
1
9
番
通
報
を
受
け
た
消

防
車
や
救
急
車
な
ど
は
、
災
害

現
場
へ
一
刻
も
早
く
到
着
し
、

い
ち
早
く
消
火
活
動
や
傷
病
者

を
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
た
め

に
、
道
路
の
右
側
部
分
に
車
体

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
は
み
出

　

路
の
左
側
に
寄
り
、
速
や
か

　

に
進
路
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

（2）
交
差
点
ま
た
は
交
差
点
付
近

　

を
運
転
中
の
場
合
は
、
交
差

　

点
内
を
避
け
、
道
路
の
左
側

　

（
左
側
に
寄
る
こ
と
で
通
行

　

を
妨
げ
る
場
合
は
右
側
）
に

　

寄
り
、
一
時
停
止
し
て
く
だ

　

さ
い
。

（3）
自
転
車
や
歩
道
の
な
い
道
路

　

な
ど
を
歩
い
て
い
る
人
は
、

　

で
き
る
だ
け
道
路
の
端
に
寄

　

る
な
ど
し
て
、
速
や
か
に
進

　

路
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

冬
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
は
救
急

出
動
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る

た
め
、
救
急
車
が
町
内
に
不
在

し
て
走
行
す
る
こ
と
や
、
赤
信

号
の
交
差
点
に
進
入
で
き
る
な

ど
、
一
般
車
両
に
は
認
め
ら
れ

て
い
な
い
優
先
通
行
権
が
道
路

交
通
法
で
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

自
家
用
車
な
ど
を
運
転
中
に

緊
急
自
動
車
が
接
近
し
て
き
た

場
合
は
、
進
路
を
譲
っ
て
い
た

だ
き
、
一
刻
も
早
く
災
害
現
場

に
到
着
で
き
る
よ
う
、
次
の
ポ

イ
ン
ト
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

（1）
自
動
車
を
運
転
中
に
緊
急
自

　

動
車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

　

て
接
近
し
て
き
た
と
き
は
、

　

周
囲
の
状
況
に
注
意
し
て
道

走
行
す
る
場
合
に
は
必
ず
赤
色

警
告
灯
を
点
滅
さ
せ
、
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
て
走
行
す
る
こ
と

が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
期
間
に
お
け
る
消

火
栓
や
防
火
水
槽
周
辺
へ
の
車

の
駐
車
、
除
雪
し
た
雪
の
投
げ

入
れ
は
、
消
防
活
動
に
お
け
る

大
き
な
妨
げ
に
な
り
ま
す
の

で
、
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
羊
蹄
山
ろ
く
消
防

　

組
合
消
防
署
ニ
セ
コ
支
署

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
3
5
4

に
な
る
時
間
が
多
く
発
生
し
ま

す
。
町
内
で
救
急
出
動
が
重
複

し
た
際
は
、
近
隣
町
村
か
ら
救

急
車
が
出
動
す
る
と
同
時
に
、

ニ
セ
コ
消
防
か
ら
消
防
車
で
救

急
現
場
に
出
動
し
、
応
急
手
当

や
救
急
隊
の
活
動
支
援
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
し
な
が
ら
救
急
現
場
に
向
か

う
の
で
、
火
災
と
紛
ら
わ
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
一
人
で
も
多

く
の
命
を
救
う
た
め
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
加

え
て
、
1
1
9
番
通
報
の
際
に

「
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
な
い
で

来
て
ほ
し
い
」
と
お
願
い
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
緊
急

　令和7年度に向けて、各学校や幼児センター
に設置している学校運営協議会を充実させ、ニ
セコの子どもたちが「ニセコで学ぶ」ことがで
きるよう、組織体制や運営方法の見直しを進め
ています。そこで、大切になってくるのが地域
学校協働活動です。これは、地域の高齢者や学
生、保護者、PTA、NPO、民間企業、団体・機
関などの幅広い地域住民の参画を得て、地域全
体で子どもたちの学びや成長を支えるととも
に、「学校を核とした地域づくり」を目指し
て、地域と学校が相互にパートナーとして連
携・協働して行うさまざまな活動です。
　ある小学校の6年生が総合的な学習の時間
に、さまざまな職業のみなさんからお話を聞
き、自己の将来の生き方を考える活動をしてい
ました。そこには、お話をしてくれる地域の人
を募集したり、依頼文やお礼状を発送したりし
てくれるCS委員さんがいるそうです。そういっ
た人に関わっていただくことで、学校単独では
つながれなかった人ともつながることができ、
子どもたちも多くの学びを得ることができてい
ます。
　ニセコ町でも、今ある教育活動をより充実さ
せていくことが、「ニセコで学び、ニセコを愛す
る」子どもたちを増やすことになると考えます。

■問合せ／コミュニティ・スクール委員会事務局
　　　　　　　　　  　　    ℡ 0136-44-2101

チャンネル

vol.
43

ニセコで学び、
ニセコを愛する子どもたちを育てる
～令和7年度からのコミュニティ・スクール～

国際交流員による授業

箏の会のみなさんによる体験授業
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募
集

ニ
セ
コ
町
ミ
ニ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラOK

・NISEKO

(オ

ケ
ニ
セ
コ
)参
加
者
募
集

　

プ
ロ
ア
マ
関
係
な
く
、
み
ん

な
で
楽
し
く
楽
器
を
演
奏
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
ミ
ニ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
「O

K
・N

ISEKO

」

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

■
参
加
条
件
／

・
小
学
校
5
年
生
以
上
で
楽
器

　

を
持
っ
て
い
る
人

・
月
1
〜
2
回
の
全
体
練
習
に

　

参
加
で
き
る
人 

・
ニ
セ
コ
町
が
好
き
な
人 

※
楽
器
レ
ン
タ
ル
は
し
て
い
な

　

い
の
で
、
各
自
お
持
ち
く
だ

　

さ
い

■
募
集
楽
器
／
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、

　

オ
ー
ボ
エ
、ア
ル
ト
サ
ッ
ク

　

ス
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、ホ
ル
ン
、

　

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、ユ
ー
フ
ォ
ニ

　

ア
ム
、チ
ュ
ー
バ
、バ
イ
オ
リ

　

ン
、ビ
オ
ラ
、チ
ェ
ロ
、コ
ン
ト

　

ラ
バ
ス
、打
楽
器

※
参
加
メ
ン
バ
ー
は
初
心
者
や

　

ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る
人
が
多
い

　

で
す
が
、
楽
譜
が
読
め
る
、

　

ま
た
は
耳
で
聞
い
て
音
を
取

　

れ
る
人
が
対
象
で
す

■
開
催
日
程
／

●
練
習
日
﹇
会
場
＝
町
民
セ
ン

　
タ
ー
大
ホ
ー
ル
﹈

・
全
体
練
習
は
4
月
〜
10
月　

　

(11
月
初
め
）
の
間
、
月
1

　

〜
2
回
で
主
に
日
曜
日
の
午

　

後
4
時
〜
午
後
6
時
に
実
施

・
個
人
練
習
や
グ
ル
ー
プ
練
習

　

は
適
宜
実
施

●
演
奏
会
／
10
月
後
半
〜
11
月

　

初
め
に
開
催
さ
れ
る
文
化
ま

　

つ
り
に
て
全
体
発
表
の
ほ
か
、

　

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参

　

加 

●
エ
ン
ト
リ
ー
方
法
／
左
記　

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
、 

①
名

　

前
、
②
楽
器
名
、
③
楽
器
経

　

験
、
④
所
属
や
職
業
な
ど
の

　

簡
単
な
自
己
紹
介
を
記
入
し

　

て
ご
送
付
く
だ
さ
い
。 

■
応
募
締
切
／
3
月
31
日

（月）

■
問
合
せ
／
ニ
セ
コ
町
音
楽
イ

　

ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

　

M
ail:riekoshino@

　

hotm
ail.com

　
℡
0
8
0
-6
0
9
1
-3
6
9
2

第
　
回
ち
び
っ
こ
探
検
学

校
ヨ
ロ
ン
島 

参
加
者
募
集

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
「
第
49
回
ち

び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」

の
参
加
者
を
全
国
よ
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
沖
縄
に
近
い

南
の
島
「
ヨ
ロ
ン
島
」
の
サ
ン

ゴ
礁
の
海
と
美
し
い
自
然
の
中

で
、
全
国
か
ら
参
加
す
る
仲
間

と
の
民
宿
で
の
共
同
生
活
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
野
外
活
動
を
行
い

ま
す
。
言
葉
や
習
慣
の
違
い
を

乗
り
越
え
、
お
互
い
に
協
力
し

合
い
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
自
主
性
や
国
際
感
覚
を
養

う
良
い
機
会
で
す
。

■
期
間
／
3
月
26
日

（水）
〜
4
月

　

1
日

（火）　

6
泊
7
日

■
場
所
／
鹿
児
島
県
大
島
郡
与

　

論
町

■
定
員
／
日
本
人
小
学
生
1
2
0

　

人
、
外
国
人
小
学
生
70
人

※
2
月
末
時
点
で
小
学
校
2
年

　

生
〜
小
学
校
6
年
生
が
対
象

■
申
込
締
切
／
3
月
5
日

（水）

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
公
益
財

　

団
法
人 

国
際
青
少
年
研
修
協

　

会

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
3
5
4

募
　
集

Vol.10

北海道応援大使プロジェクトも2025年は後
志エリアです！
　北海道のプロ野球チーム「北海道日本ハムファ
イターズ」。北海道へ拠点を移し、20年が過ぎよ
うとしています。昨年は、エスコンフィールド北
海道でのクライマックスシリーズも開催され、ニ
セコ町をはじめ北海道も大いに盛り上がっていた
のではないでしょうか？ 北海道日本ハムファイ
ターズを応援すると同時に、野球をはじめとした
スポーツの振興から、高齢者の健康増進や青少年
の育成などにも寄与すべく、ニセコ後援会が発足
してから10年が過ぎようとしています。
　ニセコ後援会では、野球少年団への寄付や協力
のほか、エスコンフィールド北海道への観戦バス
ツアーなどを実施しています。昨年は、現在二刀
流に挑戦している矢澤宏太選手を招いてのトーク
ショー「ニセコde直球トーク」も開催しました。
　会員同士の親睦・交流を目的にブース出店も行
い、地域イベントの活性化にも協力しています。
事務局はラジオニセコです。地域コミュニティ創
造の一環として、あなたも一緒に北海道日本ハム
ファイターズを応援しませんか？
■問合せ／北海道日本ハムファイターズニセコ後
　　　　　 援会事務局　（ラジオニセコ内）　　　
　　　　　 ℡ 0136-55-5762 　
　                  Email:niseko762@radioniseko.jp

49
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　国際交流員の年末年始の活動について報告しま
す! ペイペイはアラスカへ行き、温泉旅館で露天
風呂に入りながら美しいオーロラを楽しみまし
た。ファビアンは函館で人気の観光地を巡りまし
た。カニャは札幌でおいしいジンギスカンとザン
ギを食べました。ジョアンナとアンナは、家に引
きこもって日本のおせち料理を堪能しました。
　寒い日が続きますが、みなさんお体に気を付けて
お過ごしください。今年もよろしくお願いします。
　The CIRs have all enjoyed our holiday. Peipei 
went to Alaska, enjoyed the outdoor hotspring, 
and amazed by the gorgeous northern light. 
Fabian traveled to Hakodate, and visited the 
famous tourist spots. Kanya was having 
delicious Jingisukan barbeque and zangi in 
Sapporo. Joanna and Anna stayed at home and 
experienced the traditional Japanese new year 
box (osechi). The cold weather will still be 
around for a while, please take good care of 
yourselves. Have a wonderful 2025!

遅ればせながら、新年あけましておめでとうござ
います！
Happy New Year!（英語／English）
Sin-nî khuài-lok（台湾語／Hoklo Taiwanese）
新年快乐！（中国語／Chinese）
Bonne Année！（フランス語／French）
Frohes neues Jahr!（ドイツ語／German）
Selamat Tahun Baru!
（インドネシア語／Indonesian）　
〈TEL〉 0136-44-2121
〈EMAIL〉 kokusai@town.niseko.lg.jp　

イ
ベ
ン
ト

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
｢第
　

回
絵
本
ワ
ー
ル
ド
｣の
開
催

　

絵
本
を
介
し
て
子
ど
も
た
ち

の
世
界
観
を
広
げ
る
イ
ベ
ン
ト

「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
」
が
、
第
11

回
を
迎
え
ま
す
。
1
0
0
冊
を

超
え
る
日
本
や
世
界
の
絵
本
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多

言
語
で
の
読
み
聞
か
せ
や
あ
そ

ぶ
っ
く
人
形
劇
団
に
よ
る
人
形

劇
、
ク
ラ
フ
ト
体
験
な
ど
、
楽

し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
だ
く

さ
ん
！ 

大
人
も
子
ど
も
も
一
緒

に
世
界
の
絵
本
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
？ 

み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
2
月
15
日

（土）　

午
後

　

1
時
〜
午
後
4
時
（
午
後
0

　

時
半
か
ら
入
場
可
能
）

■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
／
無
料

■
問
合
せ
／
国
際
交
流
員
（
不

　

在
時
＝
企
画
環
境
課
経
営
企

　

画
係
）

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

文
化

講
話
｢斎
藤
清
と
藤
倉
英
幸
｣

　

有
島
記
念
館
学
芸
員
が
2
人

の
作
家
の
連
関
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

■
日
時
／
2
月
8
日

（土）　

午
後

　

2
時
〜
午
後
3
時

■
場
所
／
有
島
記
念
館

■
料
金
／
無
料

■
定
員
／
30
人
（
予
約
不
要
）

■
問
合
せ
／
有
島
記
念
館　

　

℡
0
1
3
6
-44
-3
2
4
5

町
職
員
の
人
事

■
1
月
1
日
付

◎
町
長
部
局

【
出
納
室
】

▽
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長　

藤　

志
伸（
農
政
課
農
政
係
長
）

【
農
政
課
】

▽
農
政
係
長　

矢
野
成
樹
（
総

務
課
総
務
係
主
事
）

◎
議
会
事
務
局

▽
議
会
事
務
局
長　

加
藤
紀
孝

（
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
）

■
12
月
31
日
付

◎
退
職

▽
議
会
事
務
局
長　

高
瀨
達
矢

11

イ
ベ
ン
ト

文
　
化

●受付期間／2月3日（月）～２月17日（月）
●入居資格・申込方法／詳しくはお問い合わせください
■町営住宅に関する問合せ／都市建設課住宅管理係
　　　　　　　　　　　　 　　 ℡0136-44-2121

団地名種 類 形 式 構 造

公営住宅
（世帯用）

中央団地
６号棟

303号室

3ＬＤＫ
（67.25㎡）
平成2年建設

耐火中層

家 賃 目 安
最 低 ～ 最 高
12,600円～
41,000円

（収入等で変動）

町営
住宅に 空き室があります

駐
車

ス
ペ
ー
ス

有

公営住宅
（世帯用）

中央団地
６号棟

304号室

3ＬＤＫ
（67.25㎡）
平成2年建設

耐火中層
12,600円～
41,000円

（収入等で変動）
有

特定公共
賃貸住宅

（世帯用）

のぞみ団地
２号棟

１０２号室

3ＬＤＫ
（73.９㎡）
平成８年建設

耐火二階
63,000円

（車庫使用料
3,000円含）

有

《ニセコ町社会福祉協議会受付分》
「社会福祉に役立ててください」

一般財団法人北海道信用金庫ひまわり財団
理事長　吉本  淳一 様

《ニセコ町役場受付分》
「祖母が生前お世話になったお礼として」

浦河町　村井  真弓 様

心の贈り物 ご寄付をいただきました。
善意に感謝します
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こんにちは
町長です

ラ
ジ
オ
ニ
セ
コ
F
M

76
･2
M
hz

　
町
で
は
、
行
政
情
報
通
信
手
段

と
し
て
、
か
つ
て
は
電
話
回
線
利

用
の
「
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
」
を
導

入
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
額
の
回

線
使
用
料
と
高
額
な
更
新
時
費
用

の
た
め
廃
止
。
そ
の
後
、
関
係
者

の
大
変
な
ご
尽
力
と
、
局
舎
建
設

や
機
器
整
備
に
国
の
全
面
的
な
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

2
0
1
2
年
3
月
か
ら
ラ
ジ
オ
放

送
を
開
始
し
ま
し
た
。
本
町
の
行

政
情
報
の
お
知
ら
せ
は
も
と
よ

り
、
ま
ち
づ
く
り
、
活
躍
す
る

人
々
の
紹
介
や
出
演
な
ど
「
聞
く

だ
け
じ
ゃ
な
い
、
出
る
ラ
ジ
オ
」

を
実
践
。
さ
ら
に
、
町
や
周
辺
地

域
の
み
な
ら
ず
、
S
N
S
を
通
じ

て
世
界
各
地
で
聴
く
こ
と
が
で

き
、
町
に
と
っ
て
不
可
欠
な
ラ
ジ

オ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
道
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
も
、
終
日
最
新

情
報
を
放
送
し
続
け
、
安
心
を
届

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
情
報
の

交
流
拠
点
「
ラ
ジ
オ
ニ
セ
コ
」
を

み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
ニ
セ
コ
町
長
　
片
山
　
健
也

まちづくり会社の活動！ 
追 跡 ！ Vol.49

ニセコまち事務所のメンバーを紹介します！
　今回は、ニセコまち事務所の普段の様子を知ってい
ただければと思い、ニセコまち事務所で働くスタッフ
についてご紹介します♪
　事務所にいるメンバーは主に7人で、ニセコまち創
設前から事業に携わっている取締役2人と、元地域お
こし協力隊の社員2人、ニセコまち配属の地域おこし
協力隊2人、そして協力会社社員1人が活動していま
す。そのほかにも、町外から足しげくニセコ町に通っ
ている取締役や、町内のさまざまな場所で活動してい
る協力会社のメンバーも複数おり、事務所もどんどん
にぎわいが増してきています（だんだん机の数が足り
なくなってきました（笑））。
　それぞれ、事業全体の企画・運営や住宅販売、建
築・施工監理、省エネルギー対策、コンサルティン
グ、住宅管理業務、広報、会計など、さまざまな役割
を持って業務に携わっています。少人数で運営してい
る会社のため、メンバーそれぞれが自分の専門分野を
持ちつつ、分野横断的に幅広く業務に携わり、協力し
合っています。困ったことがあった時には気軽に相談
したり、率直な話し合いができるような雰囲気があ
り、家族のようなあたたかさを感じます。
　ニセコミライのイベントなどでは、さまざまなニセ
コまちメンバーが集まっていますので、ぜひお気軽に
メンバーに会いに来ていただけたらうれしいです♪
■問合せ／株式会社ニセコまち
　℡ 0136-55-6087
　Email:info@nisekomachi.co.jp

■問合せ／町民生活課町民生活係　℡ 0136-44-2121

ごみステーションはみんなで管理！
　ごみステーションの管理は、そのステーションを
利用するみなさんで行っています。この時期は雪が
降り、ごみステーションの屋根やまわりが雪で埋
まってしまうこともあります。雪で埋まってしまう
と、ごみを捨てることも回収することもできなくな
ります。また、ステーションが壊れてしまうことにも
なりますので、定期的に除雪をするように維持管理
をお願いします。
　また、最近燃やすごみ袋の中に生ごみを入れて捨
てている人が多くいるようです。ニセコ町では生ご
みは専用の袋に入れて、燃やすごみとは分けて出す
ことがルールとなっていますので、分別して出すよ
うにしてください。

クリーンステーション

地域おこし協力隊

　地域のみなさんと交流を深め、ニセコ
の農産物や乳製品の魅力を多くの人に
知ってもらえるような活動に全力で取り
組んでいきます。

よろしくお願いしますはじめまして

農政課 ニセコビュープラザ直売会

池田  麻依さん（函館市出身）
いけだ　              まい

倶知安警察署／℡ 0136-22-0110

まちの事件簿 ニセコ町
防犯協会

・当事者が相手当事者に暴行を加える事件がありました。
・商業施設において、保管中の現金が盗まれる事件
　がありました。

・12月10日、車両3台絡みの人身事故（追突）が発　
　生しました。
・12月21日、接触事故の人身事故が発生しました。
・12月22日、追突事故の人身事故が発生しました。
・12月25日、正面衝突の人身事故が発生しました。

事　件

交通事故
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まちのまちのカレンダー

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町＝町民センター役＝役場
運＝運動公園

あ＝あそぶっく 幼＝幼児センター
体＝総合体育館 オ＝オンライン有＝有島記念館

こ＝こども館
倉＝中央倉庫群

カレンダーの見方

2
FEBRUARY

※状況により中止とする場合があります。ご了承ください。

建国記念日

振替休日天皇誕生日

介護保険料〈第8期〉
の納期です
◆納期限は25日（火）

■介護保険料の問合せ／保健福祉課
　       　      　  ℡ 0136-44-2121

口座振替をご利用の人は、残高の確認を
お願いします

2月は

●夜間・休日の救急・急病対応

▢倶知安厚生病院
℡ 0136-22-1141
倶

救急受付
365日

24時間対応

ニセコ町公式SNS

●パパママセミナー／
　町：10：00～
●あそぶっくらぶ（予約制）／
　あ:15:00～

●貯筋教室／
　町：10：30～
●ハイブリッド探究教室／
　町：15：30～

あそぶっく夜間開館

あそぶっく夜間開館

あそぶっく夜間開館

あそぶっく夜間開館

●魔法のじゅうたん／
　あ：15：00～

●あそぶっくらぶ
　（予約制）／
　あ：15：00～

●子育て講座「あそブック
　人形劇」／
　幼：10：30～
　にこにこ広場ｐ17参照
●ラジオニセコ割込放送／
　役：10：50～

●キッズパーク／
　有：10：00～16：00
●ニセコ英会話サークル／
　オ：10：00～
●講話「斎藤清と藤倉英
　幸」／
　有：14：00～
　くらしの情報p24参照

●放課後子ども教室／
　町:13：30～

●保健委員会／
　町:13：30～
●放課後子ども教室／
　体:13：30～

●ニセコ高校卒業式／
　ニセコ高校：10：00～

●キッズパーク／
　有：10：00～16：00

●キッズパーク／
　有：10：00～16：00

●キッズパーク／
　有：10：00～16：00

●放課後子ども教室／
　体：13：30～

●キッズパーク／
　有：10：00～16：00

▢月10

●キッズパーク／
　有：10：00～16：00

●放課後子ども教室／
　町：13：30～

町

こ

●防災ラジオ自動起動
　訓練／
　役：11：00～
　くらしの情報P19参照
●ハイブリッド探究教室／
　町：15：30～

●育児セミナー／
　町：9：30～
●放課後子ども教室／
　体:13：30～

●対がん総合検診／
　札幌（バス）6：30～
　（町民センター出発）
●弁護士無料法律相談／
　町：13：00～
　（前日昼までに要予約）
●健康運動教室／
　町：14：00～

●キッズパーク／
　有：10：00～16：00
●ニセコ英会話サークル／
　オ：10：00

●子育て講座「フラワー
　アレンジメント」／
　町：10：00～
　にこにこ広場ｐ17参照
●健康運動教室／
　町：14：00～

●貯筋教室／
　町:10：30～
●あそぶっくらぶ（予約制）／
　あ：15：00～
●第230回まちづくり
　町民講座「第3期ニセ
　コ町自治創生総合戦
　略について」／
　倉：18：00～
　くらしの情報p19参照

●キッズパーク／
　有：10：00～16：00
●第11回絵本ワールド／
　町：13：00～16：00
　くらしの情報p24参照

あそぶっく休館日

あそぶっく休館日あそぶっく休館日

中央倉庫群休館日

中央倉庫群休館日

中央倉庫群休館日

中央倉庫群休館日 あそぶっく休館日

中央倉庫群休館日

あそぶっく休館日
あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

▢月3 ▢火4▢日2 ▢水5 ▢木6

▢木13

▢金7 ▢土8

▢日9 ▢火11 ▢水12

▢水19

▢金14 ▢土15

▢日16 ▢月17 ▢火18 ▢木20 ▢金21 ▢土22

▢日23 ▢月24 ▢火25 ▢水26 ▢木27 ▢金28 ▢土3/1

▢日2 ▢月3 ▢火4 ▢水5

●幼児センター保育開放／
　幼：10：00～
　にこにこ広場ｐ17参照
●放課後子ども教室／
　町：13：30～

●キッズパーク／
　有：10：00～16：00

●1歳半・3歳児健診／
　町：12：45～
●弁護士無料法律相談／
　町：13：00～
　（前日昼までに要予約）
●こんにちは町長室／
　役：14：30～16：30

●弁護士無料法律相談／
　町：13：00～
●健康運動教室／
　町：14：00～

あ
町有

有
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有
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有

有

有
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●放課後子ども教室／
　町：13：30～

町
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町
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役
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●放課後子ども教室／
　町：13：30～
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2 写真を募集します！
身近な写真を広報で紹介してみませんか。撮影日や撮影場所
などの簡単な説明とお名前（フォトネーム）とともに、広報広聴
係（koho@town.niseko.lg.jp）までお寄せください。ニセコ
町公式LINEの投稿フォームからも投稿できます。

今月の MONTHLY 
PHOTO ALBUM
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町内の放射線量の状況 人の動き（12月末現在）
人口 5,551人

（前月比 ＋326）
男    2,830人

（前月比 ＋171）
女    2,721人

（前月比 ＋155）
世帯数 3,260
（前月比 ＋317）

うち外国人　1,053
うち外国人世帯　900

測定日

最高値
最低値
平均値

1月15日までの
1か月間
0.042μGy/h
0.018μGy/h
0.023μGy/h

空間放射線量率は
平常レベルです

中央倉庫群餅つき会
撮影者：広報広聴係

よいスポチャンピオンズリーグ3位
新規入団員募集中!

撮影者：ニセコサッカー少年団

2
月
号

中央倉庫群通信 vol.32 今年もよろしくお願いします！

　こんにちは! 館長の松田です。ご挨拶が遅くなってし
まいましたが、新年あけましておめでとうございます。
今年も中央倉庫群をどうぞよろしくお願いします。
　当館では初めての取り組みとして、1月11日に餅つ
き会を開催しました。当日は、町内のみなさんをはじ
め多くの人にお越しいただき、みなさんでニセコ町産
の餅米をついた後に、そのお餅を振る舞わせていただ
きました。できたてのお餅はもちもちでおいしく、ス
タッフも朝から準備をしたかいがありました! ご参加
いただいたみなさん、ありがとうございました。
　2025年は、より町内のみなさんが中央倉庫群にお
越しいただけるような取り組みや雰囲気作りを行っ

ていきたいと考えています。昨年から設置している人
工芝のスペースや焚火スペースでゆっくり過ごすこと
もできますよ! また、12月から当館のスタッフがキッチ
ンにて、週末限定のカフェ「まろまゆカフェ」を開店した
ので、ぜひお気軽にお越しください!

ニセコ中央倉庫群(旧でんぷん工場･1号倉庫）
開館時間／午前9時～午後6時
休館日／毎週火曜日
TEL:0136-55-5538  FAX:0136-55-5596

ホームページ▶ 予約ページ ▶




